
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「習学良好」～想い出に溢れる旅～ 

                 ３年総務 

先日、5月 24日（金）～26日（日）の２泊３日で６４回生は

福岡・長崎方面へ修学旅行に向かいました。幸い、雨に一度も遭

遇することもなく、気候に恵まれました。大きな事故、トラブル

もなく無事、最終日の解散式を迎えられ、とても嬉しく思います。

また、解散式の際には、多くの保護者の方にお迎えに来て頂き、

誠にありがとうございました。生徒達の充実した表情から修学旅

行を通して、たくさんのことを学び、そして心に残る想い出を創

ることができたのではないかと思います。 

 さて、烏帽子中学校６４回生の修学旅行ですが、スローガンは

タイトルにあるように「習学良好」～想い出に溢れる旅～です。

私はこのスローガンとサブタイトルがとても気に入っています。

３年生の仲間同士で決められた行程を共に行動する団体旅行では

なく、「自分たちで各行程でのポイントを考え、話し合いをしてき

まりを作り、みんなで成長していく修学旅行」だったと言えます。 

この修学旅行に向けて、修学旅行実行委員のメンバーが中心と

なり、何度も話し合いを行いました。６４回生のメンバーならど

こまで任せられるか、その判断基準は普段の学校生活の様子であ

ったと思います。時間、持ち物、座席、行程の進行など６４回生

が烏帽子中学校に入学して２年が経ち、これまでの成果が、この

修学旅行のプログラム全体であったと私は感じています。 

私は、これまで学年集会を通し、今回の修学旅行を「集大成」

と位置付けていました。この３年間の宿泊行事を振り返ると、 

１年次では、学年教師が先導し、学年レクを盛り上げ、生徒の

みんなが付いていく。 

２年次では、クラス内で話し合い、内容を考え、企画・運営を

していく。 

３年次では、学年全体で有志を募り、自分たちの修学旅行を創

り上げていく。 

 修学旅行の中で、６４回生の色んな姿を見させてもらいました。

新幹線やバスで楽しそうにしている姿、班別活動で仲間とお土産

を探しながら話をしている姿、マリンスポーツで雄大な海を満喫

している姿、普段学校内ではあまり話をしたことがなくても、自

然と会話が弾んで距離が縮まったと思います。そんな皆さんの姿

を見て、「修学旅行に行けて良かった」と感じています。 

 また、１，２年生の学年協議会の皆さんが中心となって「いっ

てらっしゃい」「おかえりなさい」のメッセージを作ってくれてい

ました。このように、６４回生は保護者、地域の方々、そして後

輩の皆さんから支えられていると改めて感じています。この感謝

の気持ちを今度は普段の学校生活を通して、還元できるように頑

張っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

                                                         

 

学校だより 

E       BO    SHI  
     

       

校訓 真理・正義・友愛・責任 神戸市立烏帽子中学校   

             令和６年６月 ３日 

 

～ ７月の主な予定 ～ 

７月 ２日（火） （全）学級委員会 

          ③卒業アルバム写真撮影 

７月 ３日（水） （全）常任委員会 

７月 ４日（木） （全）全校協議会 

７月 ５日（金）  ③進路講演会（公立）５・６P 

７月 ８日（月）  ③卒業アルバム写真撮影 

７月１１日（木） （全）健全育成教室 ６P 

７月１２日（金）  ③性教育デリバリー授業４P 

         （全）個別懇談会～１８日（木） 

７月１９日（金）  終業式・週番全体会 

７月２２日（月）  夏季休業 

いきいき生徒会会議 

７月２３日（火）  ALTALK 

※①は 1年生、②は 2年生、③は 3年生です。 

 

共想 ～          ～ 
想像 思いやり 想い出  

共に贈り合う３つの「想」 

６月の行事予定 



 

 個性を生かした習学良好 ～みんなで青春～    

1組 男子 

『行ってきます！』 

元気な声は、新幹線のロビーに響いた。そんな楽しく始まった習学良好。

今回、烏帽子 64 回生に所属している 138 名と先生方 12 名による青春感

じる物語は、5 月末に行われた。誰もが予想しただろうか。64 回生には意

外な一面と新しい個性があることを。僕は、64 回生の団結力はとても強く

結ばれていると思う。なぜなら、個性が豊かで明るい人が多い 64 回生が、

普段はあまり見せていない優しさや思いやり、仲間想いの一面を持っている

ことが本当に証明された 3日間だったからだ。 

僕は、「修学旅行は、一つの『青春物語』である」と考えている。皆がどれ

だけ仲間を大切にするか。本当の仲間になっているか。そこが試されている

からだ。自分は、今まで個性を大切にしてきた。そして、この個性に良いと

ころはないか、個性を生活に生かせないかとずっと考えてきた。けれど、今

回の物語（修学旅行）を通して気づいた。僕たちの個性は自然と良い方向に

出てきていることを。そのことに気づけた僕は、成長したのだと思う。新幹

線の時も、船の時も、バスの時も、平和学習や班別、マリンスポーツの時も、

みんなが何かしら一つの役割を果たせたから上手くいったということが多

かった。64 回生の姿は、まるで青春の風のように軽やかで行動的だった。

例えば、眼鏡橋のハートマークを見つけて大喜びをしているときでも、「写真、

撮ってあげよか」や「邪魔になるから場所譲ろう」など自然に動けていた。

これらの行動が自然にできていたことが修学旅行の成功につながったと思

うし、これが 64回生の個性を生かすことなんだと思う。 

僕は、この大きな青春物語（修学旅行）をハッピーエンドで終えられたこ

とに、とても感動している。課題は成長に必須である。これからも中学生活

にある課題を克服していくと心に決めた。今回の 64回生の青春物語は成功

という幕を下ろした。一つのことを成し遂げた 64回生の姿は、空高く飛ぶ

鳥のように軽やかだった。 

 

 

修学旅行     

２組 女子 

とても楽しみだった修学旅行。心に残っていることはたくさんありますが、

その中で特に心に残っている思い出を書きたいと思います。まずは出発式・

入館式・離島式・解散式の時お世話になっているスタッフの皆さんの人数に

驚きました。校外学習のような感じではなく、３日間お世話になる人がたく

さんいて、「とても支えられているな」と感じました。バスの中でも普段はな

い長崎や福岡のことについて話してくれる人がいて、とても楽しめました。 

二つ目に心に残っていることはホテル長崎での出来事です。ホテルに入っ

た時「なかなか泊まれるようなホテルじゃないな」と感じました。部屋の中

もとてもきれいでお風呂もきれいで、ご飯もとてもおいしい。なかなか泊ま

れるような所じゃないので、思いっきり楽しめました。民宿は離れている人

もいたけれど、64回生でホテル長崎をとても楽しめてよかったです。 

最後三つ目は、マリンスポーツ体験です。普段海に行ってもすることがな

いようなことを種類多くさせてもらって、とても良い思い出になりました。

そして何より海が絶景なのでとてもテンションが上がりました。 

私はこの修学旅行でみんなで協力する力、感謝を忘れない、お世話になっ

ている人への気持ちを大事に過ごしてきました。野外活動とは違う二泊三日。

友達の普段見ない姿や考えを共有する中で意見が分かれることもある。でも、

その時に話し合いをして協力することで更に仲が深まると私は思っていま

す。先生の言うことは守る、それは当たり前のことだからちゃんと守って行

動する。友達の考えを大事にし、話す。この二つも私が三日間大事にしてき

たことです。これから大変なこと、辛いことがたくさんあるかもしれないけ

れど、この 64回生なら助け合えるな、乗り越えられるなと思いました。64

回生のみんなと修学旅行に行けて本当に良かったです。 

 

 

修学旅行の思い出の一部    

3組 男子 

 今回の修学旅行は、今までの野外活動に比べて、移動時間が多かったと思

う。新幹線ではお菓子やカードゲーム、写真撮影もできるから時間が過ぎる

のがとても早かった。バスの中は曲しか聞けなかったけど、近くの席の人と

しゃべってお互いのことを知り合うことができた。新幹線やバス、フェリー

などの移動時間で友達との絆を深めることができたので良かった。 

 長崎での班別行動の時はもっと計画的に行動することができたと思う。ま

ず、眼鏡橋に行くのに時間がかかりすぎてしまったことと、地図がよくわか

らなくて迷った時もあった。そのせいで最後に時間が無くてお土産を選ぶ時

間が短くなってしまった。途中で予定が変わったとはいえ、もっと計画を立

てて行動すればよかった。 

 ホテル長崎では、部屋で話したりゲームをしたりして楽しむことができた。

また、窓から見える夜景が宝石のようにキラキラしていて本当にきれいだっ

た。ごはんも長崎の料理が食べられてとてもおいしかった。 

 壱岐ではマリンスポーツをした。カヤックやパドルボードでは仲間と息を

合わせてすることができた。バナナボートでは絶叫アトラクションにも劣ら

ないようなスリルを味わうことができた。民宿の晩御飯に出てきた壱岐牛は

柔らかくてとてもおいしかった。 

 太宰府での班別行動では大宰府の文化に触れることができた。食べ歩きも

できたし、お土産もたくさん買えてよかった。 

 今回の修学旅行では、たくさんの文化を見ることができた。長崎の異文化

風の文化に対し、大宰府の伝統的な文化も体験できた。平和について考えら

れたこともよかった。 

 班別行動で学んだことは、計画的に行動したほうがいいということで、こ

れを今後の生活でも意識していきたい。 

 

 

修学旅行のまとめ         

                             4組 男子 

 僕は、修学旅行に行って成長したなと思ったことがたくさんありました。 

 まず、初日の班別行動で最初のほうはみんなで意見を合わせて、一緒に行

動することができていたけれど、最後の少しの時間で女子と男子で別れて行

動してしまっていて、あの時はみんなで決めたからいいやって思っていたけ

ど、今考えてみるとあの時自分が「みんなで行こう」ぐらいの一言を掛ける

ことができていたら、最後まで全員で行動できたと思いました。こういう考

えができるようになったのは、成長したということなんじゃないかと思いま

した。マリンスポーツではたくさんの経験をして心が躍ったし、平和セレモ

ニーではバスで盛り上がっていた自分の気持ちにメリハリをつけて、戦争で

犠牲になった方々の気持ちになって真剣に取り組むことができました。実際

に自分がその場にいたら…そう考えると、心がえぐられるようでした。そし

て、戦争はもう二度と起こしてはいけないと自分の意思を改めて確認するこ

とができました。 

 たくさんの体験をすることで、自分の足りなかった部分に新しい情報をイ

ンプットすることができました。この二泊三日の経験を、これからの学校生

活、日々の動き、自分の考え方などに生かしていきたいと思いました。 
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